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1 1 　 M R S A に よ る 化 膿 性 腸 間 膜 リ ン パ 節 炎 か ら

腹膜炎をきたした症例

小林久美子・内藤真一・新田幸壽

飯沼泰史*・小林玲**・冠木直之**
新潟市民病院小児外科

同 救命救急セ ンタ
ー *

三条総合病院小児科 * *

症例は 2 歳, 女児 . 1 年前に M R S A による膿痴

疹にて入院治療の既往があ っ た . 1 週間の 不明熱

の 後に, 腹痛, 暗吐が出現 し, 白血球 4 1 360 , C R P

2 1 .4 5 と上昇 した. C r にて 急性虫垂炎, 腹膜炎の

疑 い で当院に救急搬送され, 緊急手術を施行 した .

多量の膿性腹水を認 めたが, 虫垂は正常 であ っ た .

回結腸間膜の リ ン パ 節が 3 c m 大に腫大 して おり,

内部か ら膿の 流出を認め たため, 腹膜炎の原因は

化膿性腸間膜 リ ン パ節炎と判明した . 術中採取 し

た膿より M R S A が単独 で 検出され た . 術後経過

良好にて 退院した . M R S A による化膿性腸間膜リ

ン パ節炎か ら腹膜炎をきたし, 緊急手術を施行 し

た症例を経験 した .

1 2  変わってきた臍ヘルニアの治療―見直され

てきたテープ固定療法の治療経験―

内藤万砂文・広田雅行

長岡赤十字病院小児外科

麟 ヘ ル ニ ア は新生児期からよくみ られる病態 で

あ る . 2 歳まで にそ の 多くが 自然治癒する た め ,

こ れまで自然経過観察が
一

般的に行われて き た .

し か し ｢ お んぶ+ の 安全性に は問題があり, その

存在は母親 および患児の Q O L を下 げる こ と にな

る . また長期間の ヘ ル ニ ア の 結果, ヘ ル ニ ア門が

閉じても皮膚の た るみ が残り ｢勝突出症+ と して

結局形成手術を要す る例 もまれで は ない . 近年
,

テ ー プ固定療法の 有効性 ( 1 0 0 % 治癒) が報告さ

れ, 実際にテ
ー プ固定を行 っ て い る小児外科施設

が増加 して い る .

今回, 当施設で行 っ た テ
ー プ固定症例を供覧し,

その 有効性につ い て検討 した い .

1 13　小児総胆管多発結石症に対し鏡視下総胆管切

開結石除去術を施行 した 1 例

奥 山 直 樹 ・ 窪 田 正 幸 ・ 八 木 実

金 田 聡 ・ 山 崎 哲 ・ 田 中 真 司

新潟大学大学院小児外科

症例 は 1 2 歳女児 . 腹痛 に て 近医受診 し C T ,

E ch o
,
E R C P に て 多数の 結石を胆嚢及び総胆管内

に発見された. E N B D チ ュ
ー ブを挿入 された状態

で 手術目的に当院転院と な っ た . 鏡視下に胆摘,

続い て総胆管を切開, 造影を行 い な がら組子を用

い て 結石を除去 した . 総胆管は
一

期的に閉鎖した .

術後胆道造影 で右肝管内に験屯 した結石 を認め ,

第 1 2 病日 に再度, 鏡視下総胆管切開結石除去を

施行 した . 再手術時軽度 の 癒着が認め られ たが ,

フ ィ プリ ン糊を塗布 して い たた め総胆管部の 癒着

はなく, 右肝管分岐部の 直上で総胆管を開き結石

を除去 し た . 術後経過 は良好 で あり E N B D チ ュ

ー ブを第 6 病日に抜去, 経口 を開始した . 摘出し

た結石は コ レス テ ロ ー ル結石であ っ た.

1 4　最近経験した乳児神経芽腫3症例の検討―縦

隔原発病期Ⅳ手術例,マススクリーニング発

見縦隔原発手術例お よび副腎原発経過観察例

内山昌則・篠永真弓*・須田昌司**

渡辺健一**・浅見恵子***

窪田正幸* * * *・金田聡 * * * *

山崎哲 * * * *

県立中央病院小児外科

同 胸部外科 *

同 小児科
* *

県立がん セ ン タ
ー

小児科
* * *

新潟大学大学院小兜外科
* * * *

本年 4 月より病態が異なる 3 例の 乳児神経芽腫

を軽厳し たの で報告する .

〔症例 1〕 生後 8 カ 月女児, 生後 7 ヵ月径約 2 c m

の 右大腿部皮膚腫癌切除受けたが神経芽腫転移巣

の 診断 で本年4 月 に当小児外科紹介された . 胸腹

部単純 ⅩP で左胸部と左頚部, 右腹部などに石灰

化陰影がみ られた . V M ; H V A は 6 2 . 1 ; 5 2 .9/

ク レ ア チ ニ ン と上昇し, N S E は 2 1 n g / m l ヒ上昇




